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議
長
年
頭
あ
い
さ
つ

　

町
民
の
み
な
さ
ま
、
新
年
あ
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
中

は
矢
吹
町
議
会
に
対
す
る
深
い
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
、
心
か
ら
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
に
お
き
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
日
本
は
も
と
よ
り
、
世

界
中
に
猛
威
を
振
る
い
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
延
期
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

世
界
中
の
方
々
の
入
国
ま
で
も
制
限
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
程
と
な
り
な
が
ら

も
日
本
を
守
る
対
策
を
続
け
て
い
ま
す

が
、
本
町
に
お
い
て
も
、
東
日
本
大
震

災
か
ら
10
年
目
を
迎
え
、
や
っ
と
復
興

が
見
え
始
め
た
中
で
の
今
回
の
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
、
様
々
な
事
業
を
自
粛
せ
ざ

る
を
得
ず
、
町
の
賑
わ
い
も
奪
わ
れ
、

本
当
に
心
配
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
は
蛭
田
町
長
が
町
民
の
み
な
さ

ま
か
ら
４
年
間
の
矢
吹
町
の
舵
取
り
を

任
さ
れ
、
我
々
議
会
も
３
月
の
改
選
に

よ
り
新
体
制
で
蛭
田
町
長
と
と
も
に
、

よ
り
良
い
矢
吹
町
の
実
現
へ
向
け
一
丸

と
な
り
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
こ

う
と
し
た
矢
先
の
出
来
事
で
あ
り
ま
し

た
。

　

今
年
は
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
も
始
ま
る

と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
一
日
も
早
く

迎  
春

�

矢
吹
町
議
会
議
長
　
角
田
　
秀
明

町
民
の
み
な
さ
ま

に
笑
顔
が
戻
っ
て

く
る
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。
現

在
の
と
こ
ろ
、
昨
年
行
わ
れ
な
か
っ
た

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
も
50
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
る
見
通
し

で
あ
り
、
ま
た
聖
火
リ
レ
ー
に
つ
い
て

も
、
規
模
を
縮
小
し
な
が
ら
も
福
島
県

か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
計
画
で
あ
り
ま
す

の
で
、
今
か
ら
楽
し
み
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
の
「
ふ
く
し
ま
駅
伝
」
で
は
町
の

部
２
位
と
い
う
輝
か
し
い
成
績
を
収
め

た
本
町
で
も
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成
功
に
向
け
、
全

町
民
で
応
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
為
に
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
一

刻
も
早
く
収
束
す
る
こ
と
を
願
う
ば
か

り
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

対
策
に
追
わ
れ
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た

が
、
今
年
は
そ
れ
を
克
服
し
、
良
い
一

年
で
あ
り
ま
す
こ
と
、
そ
し
て
町
民
の

み
な
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ

り
祈
念
申
し
上
げ
、
町
議
会
を
代
表
し

て
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
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定
例
会
の
あ
ら
ま
し

第424回矢吹町議会定例会提出議案
議案 第47号 矢吹町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例 可決
議案 第48号 矢吹町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 可決
議案 第49号 矢吹町放課後児童クラブの設置及び運営に関する条例の一部を改正する条例 可決

議案 第50号 矢吹町特定教育・保健施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例 可決

議案 第51号 矢吹町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 可決
議案 第52号 矢吹町立幼稚園預かり保育条例の一部を改正する条例 可決
議案 第53号 矢吹町集会施設条例の一部を改正する条例 可決
議案 第54号 矢吹町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 可決
議案 第55号 矢吹町都市公園条例の一部を改正する条例 可決
議案 第56号 矢吹町議会議員及び矢吹町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例 可決
議案 第57号 矢吹町債権管理条例 撤回
議案 第58号 矢吹町税外収入金の督促及び滞納処分に関する条例等の一部を改正する条例 可決
議案 第59号 矢吹町屋内外運動場の指定管理者の指定について 可決
議案 第60号 矢吹町保健福祉センターの指定管理者の指定について 可決
議案 第61号 令和２年度矢吹町一般会計補正予算（第５号） 可決
議案 第62号 令和２年度矢吹町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 可決
議案 第63号 令和２年度矢吹町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 可決
議案 第64号 令和２年度矢吹町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 可決
議案 第65号 令和２年度矢吹町介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決
議案 第66号 令和２年度矢吹町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決
議案 第67号 令和２年度矢吹町水道事業会計補正予算（第２号） 可決
承認 第15号 議案の撤回について 承認
同意 第17号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 同意
同意 第18号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 同意
発議 第９号 国の制度として「20人程度学級」を展望した少人数学級の実現を要望する意見書（案） 可決

第423回 矢吹町議会臨時会　11月26日
議案内容　�期末手当について県の特別職の引き下げの方向性及び県人事委員会勧告に基づく一般職の期末手当改正

案を踏まえ、条例の一部を改正する。

議案第44号 議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する
条例 全議員賛成可決

議案第45号 矢吹町長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例 全議員賛成可決
議案第46号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 全議員賛成可決

【改正内容】〈期末手当0.05月分減額〉

44号
45号

年度 ６　月 12　月 合　計 減額詳細

２年度 1.700月
1.700月（改正前）
1.650月（改正後）

3.40月（改正前）
3.35月（改正後）

議員（一般）△13,800円
三役平均　　△39,388円

３年度 1.675月 1.675月 3.35月

【改正内容】〈期末手当0.05月分減額〉

46号

年度 ６　月 12　月 合　計 減額詳細

２年度 1.275月
1.275月（改正前）
1.225月（改正後）

2.550月（改正前）
2.500月（改正後）

職員（一般）△16,706円
 ※再任用職員除く

３年度 1.250月 1.250月 2.500月
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定
例
会
の
あ
ら
ま
し

第424回

令和２年 12月定例会

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

　
第
４
２
４
回
12
月
定
例

会
は
、
12
月
４
日
よ
り
12

月
15
日
ま
で
の
12
日
間
の

会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
町
長
よ
り
提
出
さ
れ
た

令
和
二
年
度
矢
吹
町
一
般

会
計
補
正
予
算
及
び
特
別

会
計
補
正
予
算
６
件
等
を

含
む
20
議
案
、
承
認
１
件

陳
情
３
件
、
発
議
１
件
、

請
願
１
件
を
審
議
し
ま
し

た
。
ま
た
、
教
育
委
員
会

委
員
の
任
命
に
つ
き
２
件

の
同
意
を
致
し
ま
し
た
。

12
月
７
日
と
８
日
の
一
般

質
問
で
は
８
名
の
議
員
が

登
壇
し
、
町
政
に
つ
い
て

様
々
な
質
問
を
致
し
ま
し

た
。

　
さ
ら
に
、
総
務
教
育
・

産
業
民
生
の
両
常
任
委
員

会
及
び
第
一
・
第
二
予
算

特
別
委
員
会
に
議
案
が
付

託
さ
れ
、
関
係
各
課
の
説

明
を
受
け
審
議
し
、
12
月

15
日
の
本
会
議
に
お
い
て

各
委
員
会
の
報
告
を
受
け

審
議
し
た
結
果
、
陳
情
８

号
に
つ
い
て
は
継
続
審
査

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
が
、
そ
れ
以
外
の
議

案
、
請
願
、
陳
情
及
び
発

議
等
は
原
案
通
り
全
議
員

異
議
な
く
可
決
、
採
択
及

び
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

承
認
15
号

　
令
和
２
年
12
月
４
日
に

提
出
し
た
議
案
第
57
号
、

矢
吹
町
債
権
管
理
条
例
に

つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の

現
況
を
鑑
み
取
り
下
げ
た

い
の
で
、
矢
吹
町
議
会
会

議
規
則
第
20
条
第
１
項
の

規
定
に
よ
り
議
会
の
承
認

を
求
め
る
。

（単位：千円）
会計区分 補正前の額 補正額 計

議案第61号 一 般 会 計 10,968,854 △49,045 10,919,809
議案第62号 国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 1,759,309 △933 1,758,376
議案第63号 公共下水道事業特別会計 578,818 93,037 671,855
議案第64号 農業集落排水事業特別会計 311,946 △520 311,426
議案第65号 介 護 保 険 特 別 会 計 1,453,750 100,730 1,554,480
議案第66号 後期高齢者医療特別会計 189,364 474 189,838

（単位：千円）
議案第67号 会計区分 補正前の額 補正額 計

水
道
事
業
会
計

収
益
的

収 入 408,752 △1,640 407,112
支 出 439,703 △1,803 437,900
補 て ん 財 源 30,951 △163 30,788

資
本
的

収 入 134,209 △46,000 88,209
支 出 224,052 △48,500 175,552
補 て ん 財 源 89,843 △2,500 87,343

令和２年度　12月補正予算
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定
例
会
の
あ
ら
ま
し

総
務
教
育

常
任
委
員
会

議
案
第
48
号

矢
吹
町
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

議
案
第
49
号

矢
吹
町
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
設
置
及
び
運
営
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

議
案
第
50
号

矢
吹
町
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保

育
事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
51
号

矢
吹
町
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
52
号

矢
吹
町
立
幼
稚
園
預
か
り

保
育
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

議
案
第
54
号

矢
吹
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

議
案
第
56
号

矢
吹
町
議
会
議
員
及
び
矢

吹
町
長
の
選
挙
に
お
け
る

選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に

関
す
る
条
例

議
案
第
58
号

矢
吹
町
税
外
収
入
金
の
督

促
及
び
滞
納
処
分
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

議
案
第
59
号

矢
吹
町
屋
内
外
運
動
場
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て

請
願
第
３
号

国
の
制
度
と
し
て
『
20
人

程
度
学
級
』
を
展
望
し
た

少
人
数
学
級
の
実
現
を
要

望
す
る
意
見
書
の
送
付
を

求
め
る
請
願
書

　
審
査
の
結
果
、
付
託
案

件
で
あ
る
議
案
９
件
、
請

願
1
件
に
お
い
て
、
全
委

員
異
議
な
く
原
案
の
と
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
た
。

陳
情
第
８
号

日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止

条
約
の
調
印
・
批
准
を
求

め
る
意
見
書
提
出
に
関
す

る
陳
情
書

　
熊
田
委
員
か
ら
、
本
件

は
国
政
問
題
で
あ
り
慎
重

に
対
応
す
べ
き
こ
と
か

ら
、
継
続
審
査
と
す
べ
き

意
見
が
あ
る
一
方
、
青
山

委
員
か
ら
、
過
去
に
同
等

の
内
容
で
議
決
さ
れ
た
経

過
が
あ
り
賛
成
。
冨
永
委

員
か
ら
唯
一
被
害
を
被
っ

た
日
本
人
の
一
人
と
し
て

賛
成
す
る
意
見
が
あ
り
、

挙
手
採
決
の
結
果
、
継
続

審
査
に
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

産
業
民
生

常
任
委
員
会

議
案
第
47
号

矢
吹
町
印
鑑
の
登
録
及
び

証
明
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
53
号

矢
吹
町
集
会
施
設
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
55
号

矢
吹
町
都
市
公
園
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
60
号

矢
吹
町
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て

陳
情
第
６
号

令
和
２
年
度
西
原
地
区
内

の
現
道
舗
装
に
つ
い
て

陳
情
第
７
号

生
活
道
路
の
舗
装
に
関
す

る
陳
情

　
審
査
の
結
果
、
付
託
議

案
４
件
、
陳
情
２
件
す
べ

て
に
お
い
て
、
現
地
調
査

及
び
審
査
の
結
果
、
全
委

員
異
議
な
く
原
案
の
と
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
た
。

総務教育常任委員会

西原地区現地調査
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○一般会計補正額　△4,904万円

○補正額：歳入歳出� △93万円

○補正額：歳入歳出� 9,303万円

○補正額：歳入歳出� △52万円

○補正額：歳入歳出� 1億73万円

○補正額：歳入歳出� 47万円

○補正額：収益的収入� △164万円
　　　　　収益的支出� △180万円

議案第61号　令和２年度矢吹町一般会計補正予算（第５号）

議案第62号　令和２年度矢吹町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

議案第63号　令和２年度矢吹町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）

議案第64号　令和２年度矢吹町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）

議案第65号　令和２年度矢吹町介護保険特別会計補正予算（第１号）

議案第66号　令和２年度矢吹町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

議案第67号　令和２年度矢吹町水道事業会計補正予算（第２号）

◎予算総額　109億1,980万円
主な補正財源（歳入）
・国庫支出金� △6,997万円
（災害廃棄物処理事業費確定等）
・県支出金� 998万円
・繰入金� 2,613万円
・諸収入� △871万円
・町債� △620万円

・理由　人件費の精査、ヘルスアップ事業中止等による減額

・理由　人件費の精査、公共下水道整備事業（滝八幡、一本木）

・理由　人件費の精査

・理由　人件費の精査、施設介護サービス給付費、基金積立金

・理由　人件費の精査、広域連合納付、電算処理システム改修

・理由　人件費の精査、配水設備費の減

主な内容（歳出）
・災害廃棄物処理事業完了による減� △1億6,250万円
・コロナ禍による事業中止等（15事業）� △5,648万円
　（フロンティア祭り、中学生海外派遣、地域ブランド化など）
・人件費の精査� △1,702万円
・保育園業務運営事業（広域入所者数の増ほか）� 4,992万円
・障がい者自立支援費（扶助費）の精査� 3,759万円
・主要町道道路整備事業（４路線）� 3,199万円
・健康センター指定管理者への減収補填金� 1,660万円

第
一
予
算
特
別
委
員
会

一
般
会
計
補
正
予
算

《
企
画
総
務
課
》

問　
公
共
施
設
等
整
備
基

金
繰
入
金
の
内
訳
は
。

答　
町
道
維
持
管
理
事
業

７
５
９
万
円
、
主
要
町
道

道
路
整
備
事
業
９
６
０
万

円
、
排
水
路
整
備
事
業
５

０
万
円
、
公
共
下
水
道
整

備
事
業
４
０
９
万
円
、
幼

稚
園
施
設
改
修
事
業
５
６

万
円
の
５
事
業
。

問　
会
計
年
度
任
用
職
員

と
臨
時
的
任
用
職
員
の
違

い
は
。

答　
会
計
年
度
任
用
職
員

は
こ
れ
ま
で
の
一
般
職
非

常
勤
職
員
。
臨
時
的
任
用

職
員
は
育
児
休
業
等
、
職

員
に
欠
員
が
出
た
場
合
の

こ
れ
ま
で
の
事
務
補
助
職

員
。

《
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
》

問　
防
災
マ
ッ
プ
は
い
つ

頃
配
布
す
る
予
定
か
。

答　
令
和
３
年
４
月
に
阿

武
隈
川
浸
水
エ
リ
ア
情
報

が
配
信
さ
れ
る
た
め
、
そ

の
後
の
夏
頃
ま
で
に
は
全

戸
配
布
し
た
い
。

《
税
務
課
》

問　
申
告
相
談
の
Ｗ
ｅ
ｂ

予
約
が
で
き
な
い
方
に
は

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の

か
。

答　
電
話
で
の
予
約
受
付

を
考
え
て
い
る
。
予
約
な

し
で
当
日
来
庁
さ
れ
た
方

に
つ
い
て
は
柔
軟
に
対
応

し
た
い
。

《
保
健
福
祉
課
》

問　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
希
望

者
が
増
え
た
場
合
の
拡
充

等
の
対
応
は
。

答　
町
内
で
は
会
田
病
院

で
検
査
を
お
願
い
す
る
予

定
だ
が
多
く
の
件
数
を
実

施
で
き
る
状
況
に
な
い
。

新
た
な
施
設
入
所
者
な
ど

の
限
定
的
な
検
査
実
施
を

検
討
し
て
い
る
。

問　
あ
ゆ
り
温
泉
の
減
収

補
填
金
の
人
件
費
１
５
０

万
円
の
見
積
り
が
割
高
で

は
な
い
か
。

答　
10
月
以
降
に
つ
い
て

は
８
月
の
金
額
を
参
考
に

補正予算の概要

補
正
予
算
の
概
要
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定
例
会
の
あ
ら
ま
し

積
算
し
３
月
に
過
不
足
の

調
整
を
し
た
い
。

問　
補
償
や
補
填
に
つ
い

て
一
般
企
業
で
は
７
割
８

割
と
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る

が
ど
の
よ
う
な
方
針
か
。

答　
現
時
点
で
は
不
足
分

そ
の
も
の
の
補
填
で
考
え

て
い
る
。

問　
指
定
管
理
者
が
提
出

す
る
収
支
計
画
は
参
考
に

し
な
い
の
か
。

答　
あ
く
ま
で
実
績
と
こ

れ
ま
で
の
収
入
の
差
と
い

う
観
点
で
積
算
し
て
い

る
。

《
産
業
振
興
課
》

問　
有
害
鳥
獣
対
策
協
議

会
補
助
金
の
く
く
り
罠
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
何
基

を
調
達
予
定
か
。 

答　
く
く
り
罠
は
動
物
が

通
っ
た
時
に
足
を
縛
っ
て

捕
ま
え
る
も
の
で
イ
ノ
シ

シ
を
対
象
と
し
、
５
基
を

調
達
予
定
。

《
都
市
整
備
課
》

問
　
歳
出
に
あ
る
土
木
費

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
事
業
の
工
事
請
負
費
の

内
訳
は
。

答　
八
幡
町
善
郷
内
線
の

町
道
整
備
工
事
が
４
０
０

万
円
、
松
倉
大
池
線
の
道

路
舗
装
工
事
が
９
６
０
万

円
、
田
内
２
号
線
の
橋

り
ょ
う
長
寿
命
化
修
繕
工

事
５
５
０
万
円
。

《
教
育
振
興
課
》

問　
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影

響
で
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
１
名
減
の

状
態
だ
が
予
算
上
の
対
応

は
。

答　
県
か
ら
来
な
い
と
い

う
回
答
は
な
か
っ
た
た
め

予
算
上
は
そ
の
ま
ま
に
し

て
あ
っ
た
が
、
令
和
３
年

１
月
に
来
る
と
い
う
連
絡

が
あ
っ
た
。
必
要
に
よ
り

３
月
補
正
で
対
応
す
る
。

《
子
育
て
支
援
課
》

問　
中
畑
小
学
校
児
童
ク

ラ
ブ
に
お
い
て
の
施
設
改

修
工
事
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。

答　
玄
関
先
正
面
の
広
い

ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
そ
の

一
番
奥
に
間
仕
切
り
を
し

て
教
室
と
し
て
利
用
す
る

工
事
。

第
二
予
算
特
別
委
員
会

特
別
会
計
補
正
予
算

《
保
健
福
祉
課
》

問　
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
で
総
務
管
理
費
の

給
料
が
△
１
７
７
万
円
と

減
額
と
な
っ
て
い
る
理
由

は
。

答　
人
件
費
は
総
務
課
で

一
括
し
て
特
別
会
計
も
管

理
し
て
お
り
、
当
初
予
算

を
例
年
こ
の
時
期
に
調
整

し
補
正
し
て
い
る
。
人
数

は
か
わ
ら
な
い
が
給
与
の

高
い
職
員
か
ら
若
い
職
員

に
変
更
と
な
っ
た
た
め
。

《
都
市
整
備
課
》

問
　
下
水
道
工
事
で
北
町

セ
ブ
ン
か
ら
矢
吹
病
院
ま

で
の
区
間
の
距
離
と
メ
ー

タ
ー
当
た
り
の
単
価
は
。

答　

延
長
２
８
０
メ
ー

タ
ー
、
全
延
長
は
７
０
０

メ
ー
タ
ー
、
単
価
は
メ
ー

タ
ー
当
た
り
お
お
む
ね
15

万
円
程
度
。

芳賀　慎也　　　　ｐ８
　１. �老朽化が進む公共施設等のトイレ改修計

画は
　２. �GIGAスクール構想の実現は

関根　貴将　　　　ｐ９
　１. スマート自治体への取り組みについて
　２. 大池公園のパークマネジメントについて

冨永　創造　　　　ｐ10
　１. ふるさと納税をどうとらえているるのか
　２. おもいやり支援体制はできているのか

藤井　源喜　　　　ｐ11
　１. �「マイナンバーカード」取得向上の取り組

みは！
　２. 学校給食費の公会計化について

町政を問う　一般質問　８人登壇

加藤　宏樹　　　　ｐ12
　１. �中央公民館は危険家屋であり取壊しが前提

では
　２. �あゆり温泉・プール等のアンケートは偏っ

ていないか

安井　敬博　　　　ｐ13
　１. �地域エネルギー会社の設立で、域外流出を

抑え町民所得の向上を
　２. �ウィズ・アフターコロナにおける移住促進

を

青山　英樹　　　　ｐ14
　１. 「財政」の丁寧かつ分かり易く説明を
　２. あゆり温泉・プール財政補てんの妥当性は

三村　正一　　　　ｐ15
　１. 保育園待機児童の解消は？
　２. 乗合タクシーの実施の考えは？
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町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

  芳
は
賀
が
　慎
しん
也
や
　議員

問　
町
内
の
各
公
共
施
設

に
お
い
て
ト
イ
レ
設
備
の

老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、

老
朽
化
対
策
や
高
齢
者
の

方
な
ど
に
配
慮
し
た
便
器

の
洋
式
化
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
衛
生
面
の

向
上
は
も
と
よ
り
、
設
備

面
や
安
全
面
の
向
上
も
必

要
で
あ
り
、
車
イ
ス
の
方

や
障
が
い
者
の
方
も
安
心

し
て
利
用
で
き
る
『
み
ん

な
に
優
し
い
ト
イ
レ
づ
く

り
』
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
が
計
画
は
あ
る
か
。

答　
町
長　
矢
吹
町
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
に

お
い
て
、
施
設
の
改
修
・

更
新
に
つ
い
て
多
様
な

ニ
ー
ズ
や
施
設
の
状
態
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
誰
も
が

利
用
し
や
す
い
施
設
と
な

る
よ
う
計
画
的
に
取
り
組

み
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の

推
進
を
図
っ
て
い
る
。

問　
本
町
に
お
け
る
オ
ス

ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ
、

車
イ
ス
多
目
的
ト
イ
レ
の

設
置
状
況
を
伺
う
。

答　
町
長　
オ
ス
ト
メ
イ

ト
対
応
ト
イ
レ
は
未
来
く

問　
文
部
科
学
省
が
提
唱

す
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
は
、
児
童
生
徒
向
け

に
一
人
一
台
の
学
習
者
用

Ｐ
Ｃ
と
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
環
境
を
一
体
的
に
整
備

し
、
多
様
な
子
ど
も
た
ち

を
誰
一
人
取
り
残
す
こ
と

な
く
、
公
正
に
個
別
最
適

化
さ
れ
た
創
造
性
を
育
む

教
育
を
、
全
国
の
学
校
現

場
で
持
続
的
に
実
現
さ
せ

る
こ
と
を
目
標
と
し
た
も

の
で
あ
る
。
本
町
に
お
い

て
も
第
６
次
矢
吹
町
ま
ち

づ
く
り
総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
に
掲
げ
ら
れ
て
い

る
教
育
環
境
の
整
備
に
お

い
て
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
に
基
づ
く
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
授
業
を
実
施

す
る
た
め
の
環
境
整
備
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
が
、

現
在
の
進
捗
状
況
は
。

老朽化が進む公共施設等の
　　　　　 　　トイレ改修計画は
答 多様なニーズを踏まえ推進を図る

る
や
ぶ
き
及
び
複
合
施
設

コ
コ
ッ
ト
の
２
施
設
、
多

目
的
ト
イ
レ
は
矢
吹
駅
や

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど

15
の
施
設
に
設
置
し
て
あ

る
。

問　
役
場
本
庁
舎
に
車
イ

ス
対
応
の
多
目
的
ト
イ
レ

が
無
い
こ
と
が
不
便
で
あ

る
と
の
声
が
あ
る
が
、
ま

ず
は
矢
吹
町
の
窓
口
で
あ

る
役
場
本
庁
舎
１
階
を
手

始
め
に
多
目
的
ト
イ
レ
へ

の
改
修
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

答　
町
長　
障
が
い
者
福

祉
を
重
視
し
、
早
期
実
現

に
向
け
、
計
画
を
立
て
て

整
備
し
て
い
く
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現
は

答 �

早
期
実
現
に
向
け
体
制
づ
く
り
を
進
め
る

答　
教
育
長　
本
町
で
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
計
画
に

お
い
て
は
、
各
小
・
中
学

校
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
の

整
備
、
児
童
・
生
徒
全
員

分
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
約

１
３
５
０
台
の
導
入
を
進

め
て
お
り
、
各
学
校
へ
の

配
置
は
令
和
３
年
３
月
を

予
定
し
て
い
る
。

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、
本

年
度
は
長
期
休
校
が
続
い

た
が
、
子
ど
も
た
ち
の
学

ぶ
環
境
を
失
わ
な
い
た
め

に
、
自
宅
に
居
て
も
遠
隔

で
授
業
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
必

要
性
が
急
速
に
高
ま
っ
て

い
る
。
今
後
、
学
校
と
各

家
庭
間
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
を
実
施
す
る
に
あ
た

り
、
ネ
ッ
ト
環
境
が
整
っ

て
い
な
い
ご
家
庭
と
の
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
は
ど
の
様

に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

答　
教
育
長　
現
在
導
入

予
定
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

の
う
ち
、
約
２
０
０
台
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
可

能
な
Ｌ
Ｔ
Ｅ
モ
デ
ル
使
用

で
整
備
す
る
予
定
で
あ

る
。

ＩＣＴを活用した授業風景
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町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

  関
せき
根
ね
　貴
たか
将
まさ
　議員

問　
今
年
９
月
に
菅
内
閣

が
発
足
し
、
注
目
を
集
め

た
政
策
の
一
つ
が
、
デ
ジ

タ
ル
庁
の
設
置
で
あ
り
ま

し
た
。
本
町
に
お
い
て
も

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
推
進
等
に
よ

る
持
続
可
能
な
行
財
政
シ

ス
テ
ム
の
構
築
が
必
要
不

可
欠
と
な
り
、
ス
マ
ー
ト

自
治
体
へ
の
取
り
組
み
が

喫
緊
の
課
題
と
な
る
と
思

う
が
、
現
時
点
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ

推
進
計
画
な
ど
の
構
想
は

あ
る
の
か
お
尋
ね
致
し
ま

す
。

答　
町
長　
デ
ジ
タ
ル
社

会
の
実
現
に
向
け
、
国
の

動
向
を
注
視
し
な
が
ら
調

査
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

問　
他
市
町
村
に
お
い
て

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
課
」
が
設

置
さ
れ
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
が
、
本
町
は
情
報
技

術
に
特
化
し
た
専
門
の
課

を
設
置
す
る
お
考
え
は
お

あ
り
か
？

答　
町
長　
デ
ジ
タ
ル
化

が
一
気
に
加
速
さ
れ
る
事

が
予
想
さ
れ
、
専
門
部
署

を
創
設
す
る
こ
と
を
視
野

に
入
れ
、
デ
ジ
タ
ル
化
推

進
に
力
を
入
れ
た
い
と
考

え
て
い
る
。

ス
マ
ー
ト
自
治
体
へ
の

�

取
り
組
み
に
つ
い
て

答 　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
推
進
に
積
極
的
に

�

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

問　
ス
マ
ー
ト
自
治
体
へ

の
取
り
組
み
に
は
、
法
令

や
規
則
に
詳
し
く
、
実
務

経
験
が
豊
富
で
あ
り
、
尚

且
つ
情
報
通
信
技
術
の
専

門
知
識
を
持
つ
職
員
の
育

成
も
大
切
で
あ
る
と
思
う

が
、
町
の
見
解
は
？

答　
町
長　
こ
れ
ま
で
の

情
報
通
信
技
術
の
知
識
だ

け
で
は
太
刀
打
ち
出
来
な

い
の
で
は
と
危
惧
し
て
お

り
、
職
員
の
専
門
性
を
高

め
て
い
く
事
が
必
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。

答 地域の活性化に貢献出来るよう調査・検討を深める

大池公園のパークマネジメントについて

問　
大
池
公
園
は
指
定
管

理
者
制
度
に
よ
る
管
理
運

営
で
あ
る
が
、
町
民
か
ら

の
意
見
や
要
望
な
ど
を
踏

ま
え
、
ど
の
よ
う
な
問
題

が
あ
る
か
お
示
し
く
だ
さ

い
。

答　
町
長　
特
に
相
談
が

多
い
の
は
、
ゴ
ミ
に
関
す

る
問
題
で
あ
り
、
利
用
者

が
気
持
ち
よ
く
利
用
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
も
環
境

の
整
備
に
努
め
る
。

問　
平
成
29
年
に
都
市
公

園
法
が
改
正
さ
れ
様
々
な

再
生
活
性
化
案
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
公
園
に
お
け
る

民
間
資
金
を
活
用
し
た
制

度
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ

の
よ
う
な
制
度
を
活
用
す

る
お
考
え
は
あ
る
か
。

答　
都
市
計
画
課
長　
今

後
非
常
に
重
要
な
視
点
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
新

た
に
公
園
整
備
計
画
を
作

成
し
官
民
協
働
で
あ
っ
た

り
、
様
々
な
意
見
を
取
り

入
れ
十
分
検
討
し
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

問　
現
在
、
国
道
４
号
線

の
４
車
線
化
、
拡
幅
計
画

が
進
行
中
で
す
。
そ
れ
に

伴
い
、
４
号
線
か
ら
大
池

公
園
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
良

く
す
る
道
路
を
整
備
、
ま

た
は
新
た
に
造
れ
ば
、
大

池
を
中
心
と
し
た
経
済
圏

も
出
来
、
町
の
財
政
や
雇

用
創
出
な
ど
に
も
貢
献
出

来
る
の
で
は
と
思
い
ま
す

が
、
そ
の
よ
う
な
長
期
的

な
展
望
、
計
画
な
ど
は
な

い
か
お
伺
い
し
ま
す
。

答　
町
長　
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
重
要
な
資

源
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
、
地
域
の
将
来
的
な
活

性
化
に
貢
献
出
来
る
よ
う

検
討
を
深
め
て
ま
い
り
ま

す
。
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町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

問　
ふ
る
さ
と
納
税
を
ど

う
と
ら
え
て
い
る
の
か
。

答　
町
長　
寄
付
を
通
じ

て
財
源
の
確
保
だ
け
で
な

く
、
町
の
魅
力
を
伝
え
、

地
域
外
の
人
々
や
関
心
を

呼
び
込
む
。
返
礼
品
提
供

事
業
者
の
収
益
に
つ
な

げ
、
地
域
活
性
化
を
実
現

す
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

問　
新
米
の
季
節
な
の
に

品
切
れ
に
な
っ
て
い
る
の

は
な
ぜ
か
。

答　
町
長　
現
在
、
提
供

事
業
者
と
新
米
価
格
や
提

供
数
量
に
つ
い
て
調
整
中

で
、
準
備
次
第
申
し
込
み

開
始
予
定
で
す
。
お
い
し

い
新
米
を
早
く
お
届
け
で

問　
庁
舎
に
高
齢
者
や
障

が
い
者
の
ニ
ー
ズ
と
し
て

の
車
い
す
利
用
者
専
用
ト

イ
レ
設
置
を
早
期
に
実
現

で
き
な
い
か
。

答　
町
長　
昨
年
度
か
ら

車
い
す
の
方
で
も
利
用
可

能
な
多
目
的
ト
イ
レ
の
設

置
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し

た
が
、
現
在
の
構
造
で

は
、
大
規
模
な
改
修
工
事

が
必
要
と
な
り
、
専
用
ト

イ
レ
の
設
置
は
構
造
上
難

し
い
状
況
で
は
あ
る
が
、

町
民
の
皆
様
の
意
見
に
配

慮
し
な
が
ら
、
庁
舎
の
状

態
や
設
備
費
用
等
を
踏
ま

え
、
ど
の
様
な
対
策
が
可

能
な
の
か
検
討
し
早
期
実

現
に
向
け
て
調
査
す
る
。

問　
高
齢
者
や
障
が
い
者

の
納
税
申
告
手
続
き
を
本

人
の
希
望
に
よ
り
一
階
で

も
で
き
な
い
か
。

答　
町
長　
こ
れ
ま
で
も

ふるさと納税をどうとらえているのか
答 地域活性化を実現するための重要なツール

き
る
よ
う
調
整
し
て
ま
い

り
ま
す
。

問　
千
万
か
ら
億
円
へ
の

戦
略
的
計
画
は
あ
る
か
。

答　
町
長　
64
品
の
返
礼

品
が
あ
り
ま
す
が
、
十
分

な
種
類
や
数
量
が
提
供
で

き
て
い
る
と
は
い
え
な
い

状
況
に
あ
り
、
町
内
事
業

者
や
生
産
者
の
方
々
の
協

力
を
い
た
だ
き
、
種
類
や

数
量
の
確
保
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
本
町
に
来
て

い
た
だ
け
る
ゴ
ル
フ
場
の

利
用
券
や
温
泉
旅
館
宿
泊

券
な
ど
の
よ
う
な
体
験
型

返
礼
品
の
検
討
な
ど
、
イ

ン
パ
ク
ト
の
あ
る
戦
略

で
、
寄
付
額
の
増
加
に
努

め
ま
す
。

お
も
い
や
り
支
援
体
制
は
で
き
て
い
る
の
か

答 �「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
を
推
進
す
る

２
階
に
上
が
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
、
１
階
の
窓

口
カ
ウ
ン
タ
ー
で
申
告
相

談
を
行
っ
て
お
り
、
今
年

度
か
ら
は
、
広
報
や
ぶ
き

や
役
場
内
の
掲
示
に
よ
る

周
知
を
検
討
し
て
、
安
心

し
て
申
告
相
談
で
き
る
よ

う
最
大
限
の
配
慮
を
し
ま

す
。

問　
本
庁
舎
や
複
合
施
設

『
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
』
を

利
用
す
る
高
齢
者
や
障
が

い
者
に
優
し
く
手
を
差
し

の
べ
る
、
人
に
よ
る
お
も

い
や
り
支
援
体
制
は
で
き

て
い
る
の
か
。

答　
町
長　
利
用
さ
れ
て

い
る
全
て
の
方
に
、
お
声

が
け
や
お
手
伝
い
が
で
き

る
よ
う
、
思
い
や
り
の
心

を
育
て
る
「
心
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
」
を
こ
れ
ま
で
以

上
に
推
進
し
、
人
的
支
援

に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
の

検
討
を
深
め
ま
す
。

冨
とみ
永
なが
　創
そうぞう
造　議員

「ふるさとチョイス」導入前と後の
寄付額比較（矢吹町の実績）

ココット

H27～R1年度（５年間）
� 80,172,000円
H20～H26年度（７年間）
� 7,754,000円

※�ふるさとチョイスとは、全国1788自治体、
30万点以上の地域の名産品等が並ぶ、ふ
る里納税総合サイト

H20～H26年度
（７年間）

H27～R1年度
（５年間）
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町
政
を
問
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（
一
般
質
問
）

問　
政
府
は
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
る
た
め
証

明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
や
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
付
与
な
ど

を
実
施
し
カ
ー
ド
取
得
に

向
け
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
が
、
町
の
取
得
状
況

と
独
自
の
特
典
等
の
取
り

組
み
は
ど
う
か
。

答　
町
長　
交
付
率
向
上

に
向
け
、
町
内
企
業
や
中

央
公
民
館
で
の
社
会
教
育

活
動
等
に
訪
問
し
普
及
推

進
を
行
っ
て
き
た
。
交
付

率
は
令
和
２
年
11
月
１
日

現
在
で
16
・
５
％
、
交
付

人
数
は
２
８
６
７
人
と

な
っ
て
い
る
。
各
種
の
手

続
き
で
来
庁
さ
れ
た
方
等

に
声
掛
け
を
し
、
コ
ロ
ナ

の
状
況
に
よ
り
企
業
訪
問

等
を
再
開
し
カ
ー
ド
の
普

及
促
進
に
努
め
る
。

　
町
独
自
の
特
典
は
実
施

し
て
い
な
い
が
近
隣
市
町

村
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
進
め
て
い
く
。

問　
カ
ー
ド
取
得
の
た
め

に
、
個
人
情
報
が
も
れ
る

こ
と
、
カ
ー
ド
を
紛
失
し

た
場
合
の
心
配
な
ど
が
取

得
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る

と
考
え
る
が
、
対
策
は
あ

る
か
。

答　
町
長　
そ
れ
ぞ
れ
の

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」

�

取
得
向
上
の
取
り
組
み
は
！

答 

窓
口
で
の
声
掛
け
、
企
業
訪
問
等
で
普
及
に
努
め
る

答 無償化を優先的に検討する

学校給食費の公会計化について

機
関
が
も
つ
個
人
情
報

は
、
機
関
ご
と
に
分
散
し

て
管
理
す
る
こ
と
で
情
報

漏
洩
の
連
鎖
を
防
ぎ
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
で
の
問
い
合
わ

せ
で
は
な
い
た
め
情
報
は

引
き
出
せ
な
い
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

　
万
一
、
カ
ー
ド
を
紛
失

し
た
場
合
に
は
、
24
時
間

３
６
５
日
一
時
利
用
停
止

を
受
け
付
け
て
い
る
。
町

民
の
皆
様
が
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
作
る
こ
と

に
不
安
を
抱
く
こ
と
が
な

い
よ
う
周
知
を
進
め
て
い

く
。

問　
11
月
の
新
聞
報
道
に

よ
る
と
、「
給
食
費
学
校

徴
収
が
７
割
」「
進
ま
ぬ

自
治
体
移
管
、
教
員
負
担

重
く
」
と
あ
る
。
文
科
省

で
は
、
学
校
給
食
費
等
の

徴
収
管
理
に
つ
い
て
、
教

師
の
本
来
的
な
業
務
で
は

な
く
、
地
方
公
共
団
体
が

担
っ
て
い
く
べ
き
と
し
て

い
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、

公
会
計
化
を
進
め
て
い
く

べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
町

の
考
え
は
ど
う
か
。

答　
教
育
長　
現
在
、
学

校
給
食
運
営
に
係
る
調
理

員
の
委
託
費
や
給
食
施
設

の
維
持
な
ど
に
係
る
経
費

は
町
が
負
担
し
、
食
材
費

に
相
当
す
る
部
分
を
保
護

者
の
皆
様
に
学
校
給
食
費

と
し
て
負
担
い
た
だ
い
て

い
る
。
公
会
計
化
に
つ
い

て
は
、
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
と
考
え
検
討
し
た

が
、
５
校
分
の
学
校
給
食

費
を
管
理
す
る
た
め
に
は

専
用
の
シ
ス
テ
ム
導
入
の

経
費
や
管
理
人
員
の
確
保

等
が
課
題
で
あ
る
。

　
学
校
給
食
運
営
事
業
に

つ
い
て
は
、
後
期
基
本
計

画
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
一
つ
で
あ
り
、
教
育
委

員
会
と
し
て
は
学
校
給
食

費
の
無
償
化
を
優
先
的
に

検
討
し
て
い
る
。

問　
諸
経
費
に
つ
い
て
の

公
会
計
化
は
検
討
さ
れ
て

い
る
の
か
。

答　
教
育
長　
学
校
給
食

費
以
外
の
教
材
費
、
修
学

旅
行
費
等
の
学
校
徴
収
金

に
つ
い
て
も
学
校
の
負
担

軽
減
を
図
る
取
り
組
み
の

推
進
に
つ
い
て
の
適
切
な

対
応
を
、
文
部
科
学
省
よ

り
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
修
学
旅
行
費
は
、
保
護

者
と
旅
行
業
者
の
間
で
支

払
い
や
徴
収
を
行
う
方
法

を
と
っ
て
お
り
、
学
校
の

負
担
が
軽
減
さ
れ
て
い

る
。

　
そ
の
他
諸
経
費
に
つ
い

て
は
、
教
育
委
員
会
と
し

て
は
教
職
員
の
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う

な
方
法
が
有
効
か
、
学
校

と
話
し
合
い
な
が
ら
検
討

し
て
い
く
。

  藤
ふじ
井
い
　源
げん
喜
き
　議員

マイナンバーカード
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町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

問　
そ
も
そ
も
複
合
施
設

を
造
る
と
き
の
最
大
の
理

由
は
何
だ
っ
た
の
か
。

答　
教
育
振
興
課
長　
中

央
公
民
館
は
、
老
朽
化
が

大
変
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　
総
合
管
理
計
画
で
、
統

合
、
廃
止
が
あ
り
再
利
用

す
る
も
の
と
、
で
き
な
い

も
の
に
つ
い
て
は
廃
止
す

る
。

問　
長
寿
命
化
計
画
で
残

す
か
残
さ
な
い
か
、
こ
れ

か
ら
検
討
に
入
る
。
そ
れ

は
ち
ょ
っ
と
お
か
し
く
な

い
か
。

答　
教
育
振
興
課
長　
廃

止
を
前
提
と
し
て
、
教
育

委
員
会
単
独
で
は
判
断
し

切
れ
な
い
と
認
識
し
て
い

る
。

　
長
寿
命
化
計
画
を
つ
く

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
改
修

す
る
に
し
ろ
、
補
助
金
あ

る
い
は
起
債
の
活
用
が
見

込
ま
れ
る
中
で
検
討
し
て

い
く
。

問　
改
修
の
可
能
性
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

町
民
の
安
全
の
た
め
複
合

施
設
を
造
っ
て
、
中
央
公

問　

利
用
者
、
行
政
区
、

民
生
委
員
、
老
人
ク
ラ
ブ

年
齢
層
を
考
え
る
と
、
上

の
方
ば
か
り
な
ん
で
す
。

20
代
、
30
代
、
40
代
、
10

代
、
そ
う
い
っ
た
方
の
回

答
は
あ
り
ま
し
た
か
。

答　
保
健
福
祉
課
長　
割

合
的
に
は
、
60
代
、
70

代
、
80
代
で
、
こ
ち
ら
で

大
体
８
割
ぐ
ら
い
の
方
が

占
め
て
い
る
状
況
で
す
。

中央公民館は危険家屋であり
� 取壊しが前提では
答 長寿命化計画の中で検討していく

民
館
を
廃
止
だ
っ
た
の
で

は
な
い
の
か
。

答　
教
育
振
興
課
長　
長

寿
命
化
計
画
の
中
で
、
来

年
度
以
降
、
壊
す
の
か
再

利
用
す
る
か
、
教
育
委
員

会
独
自
で
判
断
す
る
こ
と

は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
財

産
で
あ
り
ま
す
の
で
、
丁

寧
に
取
扱
い
を
し
た
い
。

問　
壊
す
に
し
て
も
ア
ス

ベ
ス
ト
除
去
に
複
数
年
か

か
る
と
29
年
６
月
に
答
弁

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　
取
壊
し
の
概
算
費
用
も

求
め
て
お
い
て
よ
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
う

が
。

答　
教
育
振
興
課
長　
早

期
に
改
築
す
る
に
し
ろ
解

体
に
す
る
に
し
ろ
、
概
算

の
費
用
で
も
算
出
し
て
お

い
た
ほ
う
が
よ
い
と
い
う

ご
指
摘
で
あ
り
ま
す
が
そ

の
と
お
り
だ
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

あ
ゆ
り
温
泉
・
プ
ー
ル
等
の

�

ア
ン
ケ
ー
ト
は
偏
っ
て
い
な
い
か

答 �

様
々
な
声
を
取
っ
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
は

�

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

問　
偏
り
が
ち
に
な
る
と

い
う
予
想
は
誰
で
も
つ
く

と
思
い
ま
す
。
も
う
少
し

広
く
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
る

と
数
字
が
上
が
る
の
で
は

な
い
か
。
こ
の
数
字
が
本

当
に
あ
ゆ
り
温
泉
や
プ
ー

ル
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の

か
結
果
と
は
程
遠
い
も
の

で
は
な
い
の
か
。

答　
町
長　
や
は
り
広
い

層
に
聞
い
て
い
く
こ
と
が

そ
の
他
の
質
問
事
項

・‌�

交
通
弱
者
へ
の
手
立
て

・‌�

あ
ゆ
り
温
泉
の
擁
壁
の

改
修
や
長
寿
命
化

・‌�

町
民
意
見
聴
集
の
あ
り

方
・‌�

企
業
誘
致
促
進

・
新
田
園
都
市
構
想

加
か
藤
とう
　宏
ひろ
樹
き
　議員

必
要
な
の
か
な
と
思
っ
て

い
る
。
実
際
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
集
め
て
、
一
連
の
プ

ロ
セ
ス
の
中
で
、
か
な
り

の
負
担
に
な
る
の
で
、
そ

こ
は
課
題
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　
目
安
箱
で
あ
る
と
か
、

お
気
づ
き
の
点
に
つ
い
て

様
々
な
声
を
取
っ
て
い
く

こ
と
に
つ
い
て
は
、
ぜ
ひ

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。
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町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

問　
政
府
の
地
域
経
済
循

環
分
析
ツ
ー
ル
に
よ
る

と
、
本
町
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

代
金
は
17
億
円
（
域
内
総

生
産
の
２
・
６
％
）
が
域

外
へ
流
出
し
て
い
る
。

　
町
と
住
民
出
資
に
よ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
を
設
立

し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産

地
消
を
す
る
こ
と
で
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
代
金
の
流
出
を

抑
え
、
町
民
の
所
得
向
上

や
町
の
財
源
確
保
に
繋
げ

る
考
え
は
な
い
か
。

答　
町
長　
本
町
で
実
践

可
能
か
ど
う
か
十
分
に
調

査
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
が
、
地
域
経
済
の
循
環

は
地
域
経
済
の
総
量
を
大

き
く
す
る
、
そ
し
て
産
業

振
興
と
、
地
元
企
業
育

成
、
町
民
所
得
の
向
上
な

ど
、
本
町
の
財
政
基
盤
の

強
化
に
直
結
す
る
と
い
う

こ
と
で
特
に
注
力
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
今
後
ど
の
よ
う
な
取

地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
の
設
立
で
、

域
外
流
出
を
抑
え
町
民
所
得
の
向
上
を

答 �

大
変
重
要
な
指
摘
で
あ
り
ま
す
の
で
地
域
内

循
環
が
図
ら
れ
る
よ
う
考
え
る

答 タウンプロモーション事業を継続し
移住者の増加を図っていく

ウィズ・アフターコロナにおける移住促進を

り
組
み
が
有
効
な
の
か
を

含
め
、
鋭
意
調
査
検
討
し

て
参
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
流
出
を
可
能

な
限
り
抑
え
な
が
ら
町
全

体
の
総
所
得
を
増
や
し
、

地
域
内
循
環
が
図
ら
れ
る

よ
う
対
策
を
講
じ
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
東
京

一
極
集
中
を
見
直
し
、
地

方
に
拠
点
を
移
す
企
業
や

人
々
が
増
加
し
て
お
り
、

地
方
移
住
の
動
き
は
今
後

加
速
し
て
い
く
も
の
と
予

想
し
て
い
ま
す
。
交
通
の

便
が
よ
く
、
首
都
圏
に
２

時
間
程
度
で
い
け
る
本
町

に
と
っ
て
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
移
住
者
や
関
係
人
口

を
増
や
す
チ
ャ
ン
ス
と
捉

え
、
こ
れ
ま
で
の
タ
ウ
ン

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を

継
続
し
、
町
の
魅
力
を
発

信
し
て
い
き
ま
す
。

問　
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
テ

レ
ワ
ー
ク
や
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
等
、
オ
フ
ィ
ス
か

ら
離
れ
た
場
所
で
働
く
こ

と
が
可
能
と
な
っ
て
き
て

お
り
、
大
都
市
圏
で
の
人

口
集
中
に
よ
る
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
不
足
や
通
勤
に
よ

る
ス
ト
レ
ス
か
ら
離
れ
、

地
方
移
住
や
２
地
域
居
住

を
決
断
す
る
人
が
増
え
る

こ
と
か
ら
、
全
国
の
自
治

体
で
様
々
な
移
住
促
進
の

た
め
の
施
策
を
打
ち
出
し

て
き
て
い
る
が
、
本
町
で

は
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

答　
町
長　
今
回
の
コ
ロ

ナ
禍
を
契
機
に
、
テ
レ

ワ
ー
ク
や
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
等
が
本
格
的
に
導
入
さ

  安
やす
井
い
　敬
たかひろ
博　議員

2015年版
当町GRP域内生産664億円
を生み出している
夜間人口１人当たり所得
440万円と全国平均418万
円よりやや高い水準
エネルギー代金では17億円
GRPにしますと2.6%が域外
へ流出
民間消費の流出も約８億円
※�エネルギー代金とは、低
炭素政策によって地域経
済循環構造を改善するた
めの指標

そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

デ
ー
タ
を
活
用
し
た

行
政
課
題
の
解
決
に

つ
い
て
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町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

問　
財
政
は
、
分
か
り
易

い
情
報
公
開
と
説
明
責
任

を
果
た
す
こ
と
か
ら
、
財

務
諸
表
４
表
が
公
表
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
数
字

一
色
で
示
さ
れ
、
中
身
は

全
く
分
か
ら
な
い
。
町
広

報
で
は
町
債
に
関
し
、

「
町
は
無
理
な
く
返
せ
る

範
囲
の
金
額
を
借
り
て
い

る
」「
施
設
を
将
来
使
う

世
代
に
も
建
設
費
を
負
担

し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

る
」
と
説
明
す
る
が
、
町

民
か
ら
は
不
快
の
声
が
聞

か
れ
る
。
丁
寧
か
つ
分
か

り
易
い
表
記
へ
の
認
識
を

尋
ね
る
。

答　
町
長　
公
会
計
の
補

完
で
財
務
諸
表
4
表
が
あ

る
が
そ
こ
が
う
ま
く
つ
な

が
っ
て
い
な
い
。
十
分
に

改
善
し
て
出
し
て
い
く
。

街
灯
の
設
置
や
球
切
れ
、

道
路
の
整
備
な
ど
町
民
要

望
の
実
現
に
は
相
当
潤
沢

な
財
源
が
必
要
で
あ
る
が

そ
の
レ
ベ
ル
に
は
達
し
て

い
な
い
と
思
う
。
町
と
し

て
の
取
組
む
方
向
、
ベ
ク

問　
あ
ゆ
り
温
泉
、
プ
ー

ル
の
休
業
・
一
部
制
限
で

の
営
業
再
開
に
、
財
政
補

て
ん
の
根
拠
を
尋
ね
る
。

答　
町
長　
指
定
管
理
者

と
の
協
定
書
第
28
条
「
責

任
分
担
表
の
不
可
抗
力
に

伴
う
、
施
設
、
設
備
の
修

復
に
よ
る
経
費
の
増
加
及

び
事
業
履
行
不
能
」
に
該

当
す
る
と
判
断
。
こ
の
場

合
、
負
担
者
は
「
町
」
と

規
定
。

問　
「
不
可
抗
力
に
伴

う
」、
こ
こ
で
句
点
が

入
っ
て
い
る
。
文
言
読
み

込
み
の
判
断
と
な
る
が
、

条
文
「
施
設
、
設
備
の
修

復
に
よ
る
経
費
の
増
加
及

び
事
業
履
行
不
能
」
の

「
及
び
」
は
、
並
列
列
挙

で
「
施
設
、
設
備
の
修
復

に
よ
る
事
業
履
行
不
能
」

「財政」の丁寧かつ分かり易く説明を
答 町民の皆様に、よりわかりやすく、
　　理解いただけるよう改善を図ってまいります

ト
ル
は
良
い
が
、
水
準
は

ま
だ
ま
だ
の
状
態
で
あ

り
、
水
準
と
方
向
性
の
問

題
の
書
き
方
が
誤
解
を
招

き
、
皆
さ
ん
と
話
し
な
が

ら
是
正
し
て
い
き
た
い
。

　
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

  青
あお
山
やま
　英
ひで
樹
き
　議員

あ
ゆ
り
温
泉
・
プ
ー
ル
財
政
補
て
ん
の
妥
当
性
は
？

答 �

健
康
セ
ン
タ
ー
の
管
理
に
関
す
る

「
基
本
協
定
書
」
に
基
づ
く

と
の
解
釈
が
通
常
で
な
い

の
か
。

答　
保
健
福
祉
課
長　
不

可
抗
力
で
事
業
履
行
不
能

を
根
拠
と
し
た
。

問　
公
金
の
使
い
方
に
つ

い
て
、
町
外
の
利
用
が
50

数
％
あ
り
町
民
利
用
が

何
％
あ
る
の
か
、
納
税
者

で
あ
る
町
民
の
合
意
は
得

ら
れ
る
も
の
な
の
か
問

う
。

答　
保
健
福
祉
課
長　
指

定
管
理
者
の
自
己
責
任
、

範
疇
か
ら
外
れ
て
い
る
こ

と
に
ご
理
解
い
た
だ
き
た

い
。

■町ホームページ：http://www.town.yabuki.fukushima.jp/

①ＰＣ：町政情報→財政→普通会計財務４表の公表について

②スマホ：メニュー→町政情報→財政→普通会計財務４表の公表ついて
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町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

問　
令
和
２
年
当
初
34
名

の
待
機
者
が
い
た
が
、
令

和
３
年
度
の
申
込
状
況
と

解
消
対
策
に
つ
い
て

答　
町
長　
待
機
児
童
の

解
消
、
子
育
て
支
援
の
充

実
は
、
子
育
て
世
代
の
呼

込
み
、
定
住
人
口
の
増
加

に
つ
な
が
り
、
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
の
為
に
重

要
な
取
り
組
み
で
あ
り
、

で
き
る
限
り
の
対
策
を
講

じ
て
い
る
。

問　
人
に
や
さ
し
い
住
み

良
い
町
づ
く
り
を
進
め
る

上
で
、
車
を
持
た
な
い
高

齢
者
の
病
院
通
い
や
買
い

物
等
で
、
公
共
交
通
事
業

が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
対

応
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
町
長　
現
在
は
、
行

き
活
き
タ
ク
シ
ー
利
用
料

金
助
成
事
業
で
、
75
才
以

上
で
免
許
証
の
な
い
方
を

対
象
に
月
４
回
７
０
０
円

を
超
え
た
分
を
助
成
し
て

い
る
。

問　
行
き
活
き
タ
ク
シ
ー

の
利
用
状
況
は
。

答　
町
長　
登
録
者
２
４

５
名
、
月
平
均
利
用
者
65

件
、
一
人
当
た
り
助
成
額

月
平
均
７
１
３
円
。
予
算

は
１
０
４
万
計
上
、
10
月

末
実
績
約
35
万
円
と
な
っ

て
い
る
。

問　
対
象
者
２
４
０
０
名

に
対
し
、
登
録
者
２
４
５

名
、
月
平
均
65
件
の
利
用

で
は
、
非
常
に
少
な
い
。

答　
子
育
て
支
援
課
長　
０

歳
か
ら
２
歳
ま
で
の
現
在

の
申
し
込
み
が
１
６
７

人
、
来
年
度
受
け
入
れ
可

能
人
数
１
７
３
人
で
す
の

で
、
概
ね
入
所
可
能
と
考

え
る
。

問　
保
育
園
の
民
営
化
に

よ
っ
て
、
毎
年
５
千
万
円

以
上
の
効
果
が
出
て
い

る
。
０
歳
児
か
ら
２
歳
児

ま
で
の
１
７
０
名
の
保
育

料
を
無
償
化
し
た
場
合
、

使
い
づ
ら
い
か
ら
利
用
が

少
な
い
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。

答　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

長　
年
齢
制
限
や
自
己
負

担
額
等
検
討
、
協
議
す

る
。

問　
巡
回
バ
ス
や
近
隣
町

村
で
実
施
し
て
い
る
乗
合

タ
ク
シ
ー
等
の
検
討
に
つ

い
て
伺
う
。

答　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

長　
乗
合
タ
ク
シ
ー
、
ワ

ン
ボ
ッ
ク
ス
タ
ク
シ
ー
、

巡
回
バ
ス
等
の
交
通
手
段

等
を
検
討
し
、
令
和
４
年

度
実
証
実
験
を
し
た
い
。

答 様々な交通手段を検討する

乗合タクシーの実施の考えは？

保
育
園
待
機
児
童
の
解
消
は
？

答 
現
状
で
は
概
ね
解
消

３
２
０
０
万
円
で
出
来
る

な
ら
、
全
額
で
な
く
と

も
、
あ
る
程
度
の
負
担
軽

減
で
子
育
て
支
援
を
す
る

考
え
は
あ
る
か
。

答　
教
育
長　
３
２
０
０

万
円
無
償
化
に
か
か
る
見

込
み
で
あ
る
が
、
５
５
９

０
万
円
の
益
が
出
て
い
る

と
考
え
る
と
今
後
、
施
策

の
一
つ
と
し
て
検
討
す

る
。

問　
年
度
当
初
46
名
い
た

善
郷
小
、
矢
吹
小
の
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
待
機
児

童
の
解
消
対
策
は
。

答　

教
育
長　

４
月
よ

り
、
中
畑
公
民
館
に
児
童

ク
ラ
ブ
を
開
設
し
た
。
来

年
度
よ
り
善
郷
小
・
矢
吹

小
に
１
ク
ラ
ス
増
設
し
、

待
機
児
童
の
解
消
を
図
り

ま
す
。

  三
み
村
むら
　正
まさいち
一　議員
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委
員
会
研
修

教
育
を
通
し
た
地
域
創
生

に
つ
い
て

Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
と
効
果
、
現
状
に

つ
い
て

・
調
査
に
当
た
っ
た
委
員

委
員
長　
藤
井　
源
喜

副
委
員
長　
冨
永　
創
造

委　
　
員　
角
田　
秀
明

委　
　
員　
熊
田　
　
宏

委　
　
員　
青
山　
英
樹

委　
　
員　
堀
井　
成
人

委　
　
員　
関
根　
貴
将

・
研
修
地　

�

宮
城
県
気
仙

沼
市
教
育
委

員
会

・�

令
和
２
年
11
月
12
日
～

13
日

・�

研
修
内
容　
「
教
育
を

通
し
た
地
域
創
生
～
持

続
可
能
な
社
会
の
創
り

手
を
育
む
気
仙
沼
Ｅ
Ｓ

Ｄ
」

　

Ｅ
Ｓ
Ｄ
と
は
、「
持
続

可
能
な
開
発
の
た
め
の
教

育
」
と
訳
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
世
界
に
は
環
境
、 総

務
教
育
常
任
委
員
会

貧
困
、
人
権
、
平
和
、
開

発
と
い
っ
た
様
々
な
問
題

が
あ
り
ま
す
。
Ｅ
Ｓ
Ｄ
と

は
、
こ
れ
ら
の
現
代
社
会

の
課
題
を
自
ら
の
問
題
と

し
て
捉
え
、
身
近
な
と
こ

ろ
か
ら
取
り
組
む
こ
と
に

よ
り
、
そ
れ
ら
の
課
題
の

解
決
に
つ
な
が
る
新
た
な

価
値
観
や
行
動
を
生
み
出

す
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
れ

に
よ
っ
て
持
続
可
能
な
社

会
を
創
造
し
て
い
く
こ
と

を
目
指
す
学
習
や
活
動
で

す
。
つ
ま
り
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
は

持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り

の
担
い
手
を
育
む
教
育

で
、
そ
の
学
習
及
び
活
動

が
持
続
可
能
な
開
発
目
標

（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
に
つ
な

が
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

　
説
明
の
中
で
「
特
別
な

こ
と
を
す
る
こ
と
で
は
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
等

に
Ｅ
Ｓ
Ｄ
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

意
識
し
た
取
り
組
み
を
継

続
的
に
行
う
こ
と
が
大
事

で
あ
る
。」
と
言
う
言
葉

が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　

当
町
で
も
児
童
生
徒
、

教
師
、
地
域
住
民
そ
れ
ぞ

れ
が
出
来
る
こ
と
か
ら
継

続
的
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。

オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
い
て
の
研
修

・
調
査
に
当
た
っ
た
委
員

委
員
長　
三
村　
正
一

委　
　
員　
鈴
木　
隆
司

委　
　
員　
加
藤　
宏
樹

委　
　
員　
鈴
木　
浩
一

委　
　
員　
芳
賀　
慎
也

委　
　
員　
安
井　
敬
博

副
委
員
長　
髙
久　
美
秋

（
欠
席
）

・
研
修
地　

�

岩
手
県
紫
波

町

・�

令
和
２
年
11
月
10
日
～

11
日

・�

研
修
内
容　
「
オ
ガ
ー

ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ

い
て
」

　
紫
波
オ
ガ
ー
ル
プ
ラ
ザ

は
、
Ｊ
Ｒ
東
北
本
線
紫
波

中
央
駅
の
西
口
に
位
置

し
、
平
成
24
年
６
月
に

オ
ー
プ
ン
、
約
10
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
土
地
に
役
場
庁

舎
や
民
間
複
合
施
設
は
も

と
よ
り
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

専
用
体
育
館
や
保
育
園
、

更
に
は
分
譲
住
宅
地
、
こ

れ
ら
施
設
一
帯
を
「
オ

ガ
ー
ル
エ
リ
ア
」
と
称
し

て
い
ま
す
。

　
同
社
の
事
業
推
進
に
当

た
っ
て
特
徴
的
な
も
の

は
、「
パ
ブ
リ
ッ
ク
、
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
、
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
」、
い
わ
ゆ

る
「
Ｐ
Ｐ
Ｐ
」
と
呼
ば
れ

る
手
法
の
採
用
で
あ
る
。

「
ま
ち
づ
く
り
と
は
、
不

動
産
の
価
値
の
向
上
で
あ

る
」
と
の
理
念
の
も
と
、

想
定
利
回
り
の
実
現
可
能

な
工
事
価
格
設
定
、
着
工

時
入
居
率
１
０
０
％
と

い
っ
た
視
点
か
ら
設
計
す

る
「
逆
算
方
式
」
を
採
用

し
て
お
り
、
リ
ス
ク
の
少

な
い
安
定
事
業
と
し
て
評

価
さ
れ
る
不
動
産
開
発
事

業
を
展
開
し
て
い
る
。

産業民生常任委員会

宮
城
県
気
仙
沼
市

岩手県紫波町

茨城県守谷市



〔  17  〕　 やぶき議会だより　190 号

議
会
だ
よ
り
読
者
の
声

①表紙のどこかに【やぶきじ君】を。矢吹っぽさが増すと思う。
②一般会計の金額表示を〇〇億円と認識しやすく。
③もう少し字や表の余白がほしい。
④難しい用語には説明文がほしい。
⑤袖ケ舘やツツジロード等には具体的な地名を入れる。
⑥質問者、回答者（一般質問）の部分に【問】と【答】表示があれば。
⑦ぱらぱらから（全体を）読むようになる。
⑧子供にも興味が持てるものを一つ。
⑨議会だよりのターゲットが「学がある方」
　「昔から矢吹に住んでいる人」の印象がある。
⑩編集後記者の個性が垣間見える。好感。

全体評価 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

ポイント ３ 11 ７ ４ ０

編集委員より
　189号議会だよりの評価（好感度、読みやすさ、分かりやすさ）はＢ。モニター
さんの意見を活かして、議会の役割や活動を読者に伝えられるように、190号の編
集をしました。

議
会
だ
よ
り

読
者
の
声

⑴
議
会
機
能
強
化
改
革

⑵�

Ｉ
Ｃ
Ｔ
へ
の
取
り
組
み

状
況
に
つ
い
て

・
調
査
に
当
た
っ
た
委
員

委
員
長　
青
山　
英
樹

副
委
員
長　
加
藤　
宏
樹

委　
　
員　
熊
田　
　
宏

委　
　
員　
鈴
木　
隆
司

委　
　
員　
三
村　
正
一

委　
　
員　
藤
井　
源
喜

・�

令
和
２
年
９
月
30
日
～

10
月
１
日

・
研
修
地　
茨
城
県
守
谷
市

　

事
業
評
価
に
つ
い
て

は
、
令
和
元
年
度
の
総
括

で
「
事
業
評
価
は
７
年
目

を
迎
え
、
原
点
に
立
ち
返

り
、
事
業
選
定
や
評
価
方

法
を
含
め
て
見
直
す
べ
き

時
期
が
来
て
い
る
」
等
の

意
見
を
踏
ま
え
、
本
年
度

は
事
業
評
価
を
行
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。
市
民
に
十
分

に
周
知
さ
れ
て
い
な
い
、

か
け
る
時
間
に
見
合
っ
た

効
果
が
薄
く
コ
ス
ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
低
い
な

ど
の
様
々
な
課
題
等
を
整

理
、
改
め
て
事
業
評
価
の

在
り
方
に
つ
い
て
方
向
性

を
決
め
た
い
旨
の
話
が
あ

り
ま
し
た
。
タ
ブ
レ
ッ
ト

導
入
に
つ
い
て
は
、
平
成

26
年
11
月
に
導
入
を
開
始

し
ま
し
た
。
タ
ブ
レ
ッ
ト

は
全
議
員
に
貸
与
さ
れ
、

議
会
活
動
と
議
員
活
動
の

全
て
に
使
用
で
き
、
そ
れ

ま
で
紙
ベ
ー
ス
で
配
布
さ

れ
て
い
た
議
案
書
等
は
、

全
て
デ
ー
タ
化
さ
れ
、
い

つ
で
も
閲
覧
で
き
る
状
態

に
な
っ
て
い
ま
す
。
議
会

関
係
及
び
執
行
部
の
資
料

提
出
の
迅
速
化
が
図
ら
れ

る
こ
と
、
議
員
間
の
迅
速

な
情
報
共
有
が
で
き
る
こ

と
、
こ
れ
ま
で
の
通
知
が

メ
ー
ル
で
行
え
る
こ
と
、

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理

が
で
き
る
な
ど
非
常
に
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
今

回
先
進
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
事
例
を
調
査
す
る
こ

と
が
で
き
、
大
変
有
意
義

な
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

議
会
運
営
委
員
会
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福
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矢
吹
町
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秀
明

編
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議
会
広
報
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昭
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年
６
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日
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／
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会

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
、
一
年
生

議
員
と
し
て
、
初
め
て
の
議
会
、

予
算
委
員
会
な
ど
初
め
て
の
こ
と

ば
か
り
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま

す
が
、
町
民
の
皆
様
の
付
託
を
受

け
た
以
上
、
町
民
の
た
め
新
人
一

同
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

又
、
昨
年
よ
り
続
く
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
対
し
、
町
当
局
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
議
会
と
し
て
も
協
力

し
な
が
ら
対
策
を
取
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

町
民
皆
様
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
、
今
後
の
議
会
活
動
を
運
営
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
議
員
一
同
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
文
責　

鈴
木
浩
一
）

�

委
員
長　

冨
永　

創
造

�

副
委
員
長　

関
根　

貴
将

�

委　
　

員　

藤
井　

源
喜

�　

〃　
　
　

鈴
木　

浩
一

�　

〃　
　
　

髙
久　

美
秋

�　

〃　
　
　

芳
賀　

慎
也

次回議会のご案内

●�令和２年12月議会（第423回・424回）
の傍聴者は計13名でした。

　ありがとうございました。

３月定例会
３月12日㈮　午後1時30分開会

一般質問
３月15日㈪・16日㈫
午前10時予定

議会傍聴はどなたでもできます。
　申込みは不要です。直接役場３階議場へおいで
ください。
　詳しくは町議会事務局にお問い合わせください。

TEL：0248-42-2118
E-Mail：gikai@town.yabuki.fukushima.jp

町ホームページから　 　 　 ➡

　 議　会　 　 　 ➡

　　日　程
　　（議案・一般質問のあらまし）

〔新任〕　星　　直樹  氏
（八幡町）

〔新任〕　佐藤　光子  氏
（善郷内）

教
育
委
員
会
委
員

（
議
員
全
員
が
賛
成
同
意
す
る　

任
期
４
年
）

次回は
３月11日より
確認可能

人
　
　
事


